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山形英語研究会の代表であり，山形大学で 30 年の長きにわたり英語
と異文化理解・異文化交流の分野を主にご担当されてきた中西達也先生
が平成 31 年（2019 年）3 月 31 日をもって定年退職を迎えられました。
学部，英語科，異文化交流コースの教育・研究において中西先生の果た
されたご貢献に対しまして心より感謝を申し上げます。 
中西先生の出身大学は，東京電機大学工学部電子工学科であります。
学生時代から技術補助員として同大学の教育工学センターで働く制度が
あり，その制度のおかげで「教育工学」との出会いがあったとのことで
す。ご自身が極めたいことに早いうちに出会うだけで幸運の持ち主と言
えますが，同センターでは学問の師との出会いもあったそうです。その
恩師の先生とのご縁で，中西先生は，恩師の先生のご異動先である筑波
大学外国語センターに学部卒業後，技術補佐員そして文部技官として赴
任なさっています。昭和 51 年（1976 年）でありました。当時，筑波大
学は LL 教室の設備導入をするタイミングであり，中西先生は筑波大学
の語学教育の構築に貢献することによって教育工学的実践的能力に磨き
をかけたに相違ありません。 
その後，昭和の最後の頃，山形大学でも LL 機器を活用した語学教育
に力を入れるため，メディアに強いスタッフをもとめていました。以前
筑波大学外国語センターに勤務し当時山形大学教養部の教員をしていた
スタッフより，山形大学教養部でメディア関係の人を探しているという
情報をいただき，そのご縁で，中西先生は，平成元年（1989 年）の 5
月に筑波大学外国語センターより，山形大学教養部に専任講師としてご
異動なさりました。 
ご赴任後，メディア，教育機器，とりわけ LL 機器に関する専門家と
して，山形大学の学生全体の基盤的な英語力の育成に大いにご尽力いた
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だきました。 
平成 3 年（1991 年）に山形大学教養部助教授に昇任され，その後平
成 8 年（1996 年）の教養部廃止をへて，平成 14 年（2002 年）に山形
大学教育学部教授になられました。 
山形大学では実に 30 年の長きにわたって教育・研究に貢献なさった
中西先生ですが，研究の面では「効果的な外国語教育メディアの研究」
をテーマに，科研費の獲得で学部を代表する教員の一人であり，ご本人
から伺ったところ，平成 4 年（1992 年）からいただいた研究代表者と
しての研究費総額が７千万円を超す額であったそうです。中西先生は間
接経費の配当の点でも大学・学部に対して大いに貢献なさったと言えま
す。 
平成 23 年（2011 年）の東日本大震災の年に，日本の英語教育の学会
で随一の規模の「全国英語教育学会」が山形で開催されることが予定さ
れていました。まだ被災地では毎日のように行方不明者の捜索が行われ，
新幹線も飛行機も動かない，計画停電も予定されているという 3 月末の
段階で「本当に山形大学で開催できますか」との照会が学会本部からあ
りました。学会主催者としては当然の確認でした。予定通り東北の山形
の地で開催することについて心配する意見も多くある中，実施にこぎつ
けられたのは中西先生を初めてする大会実行委員の皆さんの支えがあっ
たからです。中でも中西先生には，まだ電気の安定供給が保証されてい
ない状況で，発表の途中にプロジェクターが使用できなくなったことを
想定してのマニュアル作りや補助員への指示徹底等，その采配ぶりは正
に見事であり，それがなければ全国学会の開催は極めて厳しくなってい
たと言えます。中西先生の「機器のことは私に任せてください」の一言
が実行委員全員をどれほど救ったかわかりません。お陰様で歴史的な大
会にすることができました。感謝申し上げます。 
中西先生には機器だけではなくいくつかの得意技があります。ひとつ
は「味噌」作りです。実においしい，減塩で優しいお味噌を作られる名
人です。また，中西先生は，いわば「癒しの技」とでもいえる特技をお
持ちです。英語の教員が遅くまで会議をしていると，会議室のドアを静
かにノックして中西先生が現れます。おいしいドリップコーヒーを運ん
できてくれます。「少し休憩してください。私はこんなことしかできませ
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んので」が先生の口癖ですが，このようなサービスのありがたいこと，
ありがたいこと，この上ありません。また，私などが学部の仕事で遅く
まで研究室で仕事をしていると，そのたびに，研究室のドアを軽くノッ
クして焼き芋などの甘いものを笑顔で「どうぞ」とおいてくれます。重
ねて感謝申し上げます。 
中西先生は，長年，糖尿病を患っておられます。インスリンを打ちな
がら，65 歳の退職の年を迎えられました。退職後は東京のご自宅にお戻
りになるとのことですが，今後ともご健康にご留意なさり，現職スタッ
フに叱咤激励をお願い申し上げます。 
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